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毎
年
恒
例
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
一
般
公
開
）
を
九
月
八
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
で
二
一
回
目
と
な
っ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、「
体
感
！
体
験
！
プ
ラ
ズ
マ
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
テ
ー
マ
の
と
お
り
、
楽
し
ん
で
科
学
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

核
融
合
の
研
究
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講
演

会
に
加
え
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
施

設
公
開
、
各
種
工
作
教
室
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
実

験
教
室
で
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
雨
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
約
一
五
○
○
名
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
場
者
か
ら
は
、

「
工
作
が
楽
し
か
っ

た
」「
説
明
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
」「
研
究

所
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
」
と
い
っ
た
嬉

し
い
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年

も
さ
ら
に
企
画
を

練
っ
て
開
催
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
来
場

下
さ
い
。

恒
例
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
一
般
公
開
）
を
開
催
し
ま
し
た

研究所に咲いたツ
ユ
ク
サ

自然科学研究機構　核融合科学研究所 ｜ 総合研究大学院大学　核融合科学専攻
住所　〒509-5292 土岐市下石町　電話　0572-58-2222　見学も随時受け付けています
ホームページ　http://www.nifs.ac.jp/　メール　nifs@nifs.ac.jp
「プラズマくんだより」のバックナンバーは http://www.nifs.ac.jp/plasmakun_news/ で
ご覧いただけます 

市
民
学
術
講
演
会
の
ご
案
内

　　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
13
時
30
分

か
ら
15
時
（
開
場 

13
時
）、
セ
ラ
ト

ピ
ア
土
岐
に
て
、
市
民
学
術
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
名
古
屋
大
学
の
森

島
邦
博
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
宇
宙
線
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
エ

ジ
プ
ト
の
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
調

査
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。

　
入
場
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要
（
先

着
順
）
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

不
格
好
だ
か
ら
捨
て
ら
れ
る
野
菜
達
が
世
界
中
で

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

あしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリー

　
英
国
の
科
学
者
が
、
見
た
目
の
不
格
好
さ
だ
け
で
捨
て
ら
れ
る
野
菜

や
フ
ル
ー
ツ
が
欧
州
で
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
を
調
べ
、
学
術
誌
に
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
驚
き
で
、
五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
が
見
た

目
の
理
由
だ
け
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
も
っ
た
い
な

い
！
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
本
で
も
調
べ
る
と
、
か
な
り
の

割
合
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
欧
米
で
は
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
て
、
不
格
好
な
野
菜

を
箱
詰
め
し
て
宅
配
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
現
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

日
本
に
目
を
向
け
る
と
、
少
し
状
況
が
違
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
う
い
う
野
菜
を
「
規
格
外
野
菜
」
と
呼
ぶ
よ
う
で
す
。
も
っ
と

良
い
呼
び
方
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。
消
費
者
が
「
規
格
外
」

だ
か
ら
安
く
て
当
た
り
前
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
と
、
生

産
者
も
売
る
気
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
味
に
違
い
が
な
け
れ

ば
、
捨
て
る
こ
と
な
く
流
通

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
こ
そ
必
要

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
今
注
目
を
浴
び
て
い
る

カ
ッ
ト
野
菜
は
、
不
格
好
な

野
菜
の
廃
棄
を
減
ら
す
ひ
と

つ
の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
食
物
自
給
率
が
低
い
日

本
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
問
題
で
す
。

【参考】Ugly vegetables wasted, Nature Sustainability 1, 457 (2018)

地球温暖化、異常気象、食料危機、資源枯渇と、地球は多くの問題を
抱えているよね。いま、ぼくたちのできることを考えてみよう。



ふゅーじょん

　大型ヘリカル装置（LHD）で高温のプラズマを
生成するためには、容器の中に水素以外のガスが
含まれない状態にしなければなりません。水素以
外のガス（例えば、空気）は不純物と呼ばれ、プ
ラズマが高温になることを邪魔します。メンテナ
ンス期間中は、計測器などを取り付けるために、
容器の蓋を取り外したり、再取り付けをする作業
をします。この時、容器と蓋や窓の間に少しでも
隙間があると、真空を引く際に空気が入ってしま
い（これを「真空リーク」と呼んでいます）、性能
の良いプラズマができません。そこで実験の前に
は必ず、真空リークがないことを確かめる試験を
行っています。
　真空リーク試験の方法ですが、まず容器の真空引きをします。そして、隙間がある可能性の
ある場所にヘリウムガスを吹きかけます。もし、その箇所に真空リークがあると、ヘリウムガ
スは容器の中に入り、真空ポンプから排気されます。このヘリウムガスを真空ポンプに接続さ
れたヘリウムガス検出器によって検出します。つまり、ヘリウムガスをかけてヘリウムガス検
出器が反応しなかったら、試験は合格です。
　LHD では、上記の計測器などの調整を行った結果、毎年100 箇所程度の真空リーク試験を
行います。上の写真が試験を行っている様子です。１箇所ずつ確実に試験を完了させるために、
試験場所をビニール袋で包み、その中にヘリウムガスを入れて、真空リークを調べます。プラ
ズマ実験を始める前にはこのような地道な作業が行われているのです。 

ープラズマ・核融合ミニミニ辞典ー

プラズマに不純物を入れるな
　　　　～真空リーク試験の紹介

真空リーク試験の様子

A 　ヘリウム
B 　窒素（ちっそ）
C　 二酸化炭素（にさんかたんそ）

LHDのプラズマは真空中で作られます。真空
容器に隙間が空いていないことを確かめるた
めに使われるガスはどれでしょうか。

クイズDEプラズマ博士

　正解者の中から抽選で10名様にプラズマくん/ヘ
リカちゃんグッズをプレゼントします。解答、お名
前、ご住所、よろしければ記事に対するご意見・ご
感想もご記入の上、メールまたはハガキ（広報室宛）
にてご応募ください。
　　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切11月30日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　8月号の正解は「B 成長を早める」でした。たくさ
んのご応募ありがとうございました。

　大型ヘリカル装置（LHD）では今、10月23
日からのプラズマ実験開始を目前にしています。
プラズマを閉じ込める磁力線のかごをつくる超伝
導コイルは、マイナス270度への冷却が完了し
て電流を流す試験が実施されました。プラズマを
加熱する装置の準備も順調に進んでいます。さ
て、高温のプラズマを使った実験をするために
は、もう一つ大切な準備があります。それは、プ
ラズマ真空容器の「壁コンディショニング」です。
プラズマはドーナツ型の真空容器の中に作られま
すが、容器の壁からプラズマの中に不純物の原子
や分子が入ってしまうと、プラズマの温度を上げ
ることができません。不純物とは、壁表面に付着
した水や酸素などの空気の成分です。メンテナンスの時、真空容器の中には人が入って作業をす
るので、中に空気を入れます。その後真空ポンプで空気を抜きますが、どうしても壁表面に不純
物が付着するのです。不純物は、壁の温度を約100℃まで上げたり、グロー放電という方法で温
度の低いプラズマをわざと壁に当てたりして取り除きます。この壁を綺麗にする作業を「壁コン
ディショニング」と呼んでいます。現在、壁コンディショニングも順調に進み、不純物は非常に
少なくなりました。いよいよ、プラズマ実験の開始です！

真空容器の壁をコンディショニングで綺麗にして
いよいよ実験開始！

LHD NOW
ナ　ウ

壁コンディショニング（グロー放電）中の真空
容器内の様子。薄くピンク色になっているとこ
ろがグロー放電のプラズマ

　研究所に併設されている総合研究大学院大学が毎
年行っている「夏の体験入学」に、今年も日本全国
及び海外の大学・高等専門学校から38名の学生が
集まりました。「夏の体験入学」は、合宿形式で実
際の研究生活を体験してもらうという企画です。15
回目を迎える今回は、8月20日から24日に実施さ
れました。参加した学生は、核融合に関する講義を
受けた後、各自の研究課題に取り組んでその成果を
発表するという、大変密度の濃い一週間を過ごしま
した。参加した学生の中から、将来の核融合発電を
実現する人材が育ってくれることを期待していま
す。

国内外から集まった学生が最先端の
核融合研究を体験しました

プラズマにゅーす

研究を体験する学生

　野鳥には、秋になると
山から里に下りてくるも
のがあります。研究所に
も山から下りてきたエナ
ガが、群れで姿を見せる
ようになりました。雑木
林で木の実をせっせと食
べています。

研究所の中や周りの自然を紹介するね
いろいろな生き物が暮らしているんだよ

さんぽみち
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